
はじめに

インフォームド・コンセント (以下��と略す) の普

及のための提言が, ����年に厚生省健康政策局に提出さ

れた ｢インフォームド・コンセントの在り方に関する検

討会報告書｣�) に示されている. その提言の中で��を普

及させるための組織的, 制度的な取り組みとして, 卒前・

卒後教育の充実が上げられている. 看護基礎教育にお

いて, 著者らは����年から看護学３年次生に臨地実習

前後における��に関する意識調査を実施してきた�). そ

の結果, 学生は臨地実習を通して��の重要性は認識し

ていたが看護者の役割として関わりの困難さを実感して

いた.

今回も同様に看護学３年次生を対象に臨地実習前後の

学生の��に関する認識と看護者の役割に関する意識の

変化を明らかにすると共に臨地実習期間における学生自

身の患者や家族への関わりについて考察することを目的

にアンケート調査を実施した.

研究目的

臨地実習前後の看護学生の��に関する認識と看護者

の役割に関する意識の変化を明らかにし, 学生自身の患

者や家族への関わりについて考察する.

研究対象と方法及び分析

１. 研究対象

�大学医療技術短期大学部看護学科３年次生��人であ

る.

２. 研究方法及び分析

１) 臨地実習前後の調査方法

臨地実習前のアンケートは, 各領域別看護学実習のオ

リエンテーション終了後に学生に本研究の主旨を説明し,

同意の得られた学生を対象に平成��年５月��日に調査を

実施した. 回答数��人の内, 有効回答数�	人で有効回答

率�
��％であった. 臨地実習後のアンケート調査は, 臨

地実習の全過程が終了した平成��年��月��日に学生に本

研究の主旨を説明し同意の得られた学生を対象にアンケー

トを実施した. 回答数�人の内, 有効回答数�	人で有効

回答率
���％であった. アンケート調査には学籍番号の

みを記載してもらい, 自己記入方式, 選択・自由記述式

併用とした.

３. アンケートの構成内容について

１) 臨地実習前のアンケート構成内容

(�)��の概念に関する質問：選択肢

(�)��の必要性に関する質問：選択・自由記述式

(�)��における看護婦の役割に関する質問：先行研究�)
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要 旨 医療を受ける人の���の向上のためには, インフォームド・コンセント (��) の啓蒙と普及が

必要である. そのために先ず医療従事者の��に関する正しい認識が出発点であると考え, 看護学３年次生

を対象に実習前後における��の認識と看護者の役割に関する意識の変化を明らかにすることを目的にアン

ケート調査を実施した. 調査結果から次のように要約することができた.

１. ��の概念は�	％以上の学生に正しく認識されていた. 一方, 学生は��とムンテラを混同して使ってい

ることが臨地実習を通して知ることができた.

２. ��における看護者の役割の必要性の平均得点が全項目で実習後に有意に高くなっていた.

３. 実習後 ｢��における看護者の役割の優先順位｣ の第１位で最も多かったのは, ｢患者への精神的ケア｣,

第２位は ｢患者の理解度の確認｣, 第３位は ｢患者に医師の補足説明｣ であった.

４. 実習後の ｢��後の関わりについての考え (自由記載)｣ の内容から, 学生は受け持ち患者や家族の思い

を汲み取って傾聴・共感的態度で接し, 実習指導者の指導に基づいて��後のフォローに努め意識した関

わりをしていたことがわかった.
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の ｢看護婦の役割��項目｣ について５段階評価 (５�是

非必要, ４�必要, ３�場合によって必要, ２�それほど必

要ではない, １�不必要) とした.

(�)��に関する自由記述式：①��に関して日頃の疑問や

不安など, ②臨地実習で受け持ち患者の��に同席する

機会があればどのような関わりをしたいと思っているか

についての自由記述である.

２) 臨地実習後のアンケート構成内容

(�)��の概念に関する質問：選択肢

(�)��の必要性に関する質問：選択・自由記述式

(�)��における看護婦の役割に関する質問

先行研究�)の ｢看護婦の役割��項目｣ について５段階

評価 (５�是非必要, ４�必要, ３�場合によって必要, ２�

それほど必要ではない, １�不必要)

(�)��に同席して患者や家族への医療者の対応について

臨地実習で受け持った患者の��時に同席して学生自

身の考えや感じたこと, その後の関わりについての自由

記述である.

４. 分析方法

分析はパソコンを活用し (株) 管理工学研究所製のリ

レーショナルデータベース ｢桐�	｣ を使用した. デー

タ解析には, 実習前後のアンケート回答の学籍番号を対

応させることができた学生
�人 (���％) を対象にデー

タを分析した. ｔ検定を行い, 危険率５％, １％を有意

差ありと判定した.

５. 倫理的配慮

このアンケート調査は, 各領域別看護学実習のオリエ

ンテーションが終了した３年次生に本研究の主旨を説明

し, 研究に対して同意が得られた学生を対象に調査を行っ

た.

６. 用語の操作的定義

本研究におけるインフォームド・コンセント (��)

とは, 患者がさまざまな疾病の治療を受けるに当たって

医療者から情報提供 (病気診断のための各種検査内容,

検査結果による診断名やその治療目的や内容, その効果

や副作用など) を受けた後で患者が理解し納得した上で

治療の選択に関して自己決定するためのプロセスとする.

研究結果

１. 臨地実習前後における��の概念について

��の概念について ｢患者が治療を受けるに当たって

医療者からの病気の診断名や病状, 治療方針や治療目的

と内容, 治療効果や副作用等について十分な説明を受け,

患者が納得できる形で治療内容について最終の決定をす

る主体 (自己決定権) は, 患者の側にあることを前提と

している｣ と認識した学生は, 実習前	�人 (�	�％) と

実習後	�人 (���％) であった. ｢医療者が患者や家族

に今の病状やその治療の予測性について説明し安心させ

ること｣ は, 実習前０人であったが実習後２人 (��％)

と増加していた. (表－１)

―��―
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２. ��の目的と誰のために行うのかについて

��の目的を ｢患者の人権を守るため｣ と回答した学

生が最も多かった. 実習前��人 (����％) であったが,

実習後は�	人 (
���％) に上昇していた. 実習前に ｢倫

理的な目的｣ と回答した学生�人 (����％) は, 実習後

は３人 (５％) に減少していた. (図－１)

また, ��は ｢患者｣ のためにとした学生が実習前後

とも多く実習前��人 (�
��％), 実習後�
人 (����％)

であった. (図－２)

３. ��の必要性とその理由について

��の必要性について ｢必要｣ と ｢是非必要｣ の回答

を合せて見た場合, 実習前に��人 (�
��％) 回答した学

生は実習後�	人 (
���％) に増加していた. (図－３)

��が必要な理由は, ｢自分で判断し決定したい｣ と回

答した学生は実習前�人 (���％) であったが実習後��

人 (����％) に増加していた. 次に多かった回答は ｢セ

カンドオピニオンを参考にして自分で決めたい｣ が実習

前	人 (��	％) で, 実習後��人 (��％) に減少して

いた. ｢自分の意志で前向きに治療を受けたいから｣ と

回答した学生は, 実習前��人 (�
�％) で, 実習後��人

(����％) に減少していた. (表－２)

４. 看護者の役割の必要性の実習前後における平均得点

の比較

��における看護者の役割の必要性を�段階評価として

実習前後の平均得点を比較すると, 全項目において実習

後有意に高くなっていた. 実習前��	以下であった項目

で実習後��	以上になった項目は ｢説明場の設営｣, ｢患

者に医師の補足説明｣, ｢説明内容の記録｣ であった (�

�	�	�). また, 実習前��	以上であった項目で実習後も

平均得点が高くなった項目は ｢患者の理解度を医師に報

告｣, ｢患者への精神的ケア｣ であった (��	�	�). そし

て, 実習後の平均得点が��	未満の項目は, ｢患者の理解

度を医師に報告｣, ｢医師に説明を再度依頼｣ の２項目で

あった. (表－３)

５. 看護者の役割の優先性について

��における看護者の役割の優先順位の第１位で最も

多かったのは, ｢患者への精神的ケア｣ であり, 実習前

後における変化はなかった. 第２位で最も多かったのは,
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実習前 ｢患者の判断能力のアセスメント｣ 実習後 ｢患者

の理解度の確認｣ であった. 第３位で最も多かったのは,

実習前 ｢患者の理解度の確認｣ であったが, 実習後は

｢患者に医師の補足説明｣ であった. (表－４)

６. ��後の学生の受け持ち患者及び家族への関わりに

ついて

臨地実習期間を通して��時に同席した学生の記述内

容は��項目であった. 学生の受け持ち患者及び家族への

関わりの記述では ｢患者の理解度の確認｣, ｢患者に医師

の補足説明｣, ｢患者の理解度を医師に報告｣, ｢患者への

精神的ケア｣, ｢その他｣ の項目に抽出された. 特に記述

内容が多かった ｢患者への精神的ケア｣ について��項目

が記述されていた. ｢患者に医師の補足説明｣ の記述内

容の要約は, ①患者の質問に対して主治医に聞いて患者

に情報提供, ②患者に分かりましたかと聞き補足説明,

③患者に合せて関わり, 悩みや不安, 心配ごとについて

聞いた, ④看護婦に伝えたりパンフレットを作成した等

であった. ｢患者への精神的ケア｣ の記述内容を要約す

ると, 患者や家族の思いを汲み取って患者の側に居て

｢傾聴と共感｣, ｢チューニング｣, ｢アンカリング｣ 等コ

ミュニケーション技法による学生の心理的ケアが記述さ

れていた. (表－５)

考 察

１. ��の認識について

著者ら�)の��	�年から���	年における��に関する研究

文献の動向調査においても��	�年代の意識に関する研究

から���
年代以降のがん治療領域における実践研究, 看

護者の役割に関する研究, 患者・家族の医療者に求め

る��の在り方に関する研究へと��に対する医療者の認

識の変化が推察された. その研究論文は, ����年の ｢イ

ンフォームド・コンセントの在り方に関する検討会報告

書｣�) が発表された以降に急増していた.

今回の看護学生によるアンケート結果では, ��の概

念が�
％以上の学生に正しく認識されており, ２年前の

学生の調査より��に対する認識は高いことが推察され

た. しかし, 臨地実習における学生間の対話で �受け持

ち患者の ｢ムンテラ (��������)｣ が午後２時頃あり

ます�など学生間で話されているのを耳にすることが度々

―��―

�����における看護者の役割の優先順位

���実習後の��への関わりについての考え (自由記載)
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であった. 学生は, この ｢ムンテラ (��������	)｣ と


�を混同して使っていることを臨地実習を通して知る

ことができた. 中根�)の ｢医療倫理学の教育｣ の論文の

ムンテラについて 『ドイツ語をもじった日本特有の ｢ム

ンテラ (��������	)｣ は, カウンセリング辞典などで

は, 患者への説明的側面を強調すれば
�で通じるが,

患者に対する指導的・啓蒙的な意味合いを持つ点では,

精神療法的側面を持つと紹介されており, 簡略化した精

神療法みたいなものとして理解されたり受け取られたり

していることが多い. 
�のプリミテイブな形のもので

あったとすると ｢医師の説明｣ という部分では合致する

かもしれないが, 現実に ｢ムンテラ｣ というニューアン

スには ｢説明と同意｣ より ｢説明によって納得させる｣

という, よりパターナリスティックな要素が強く含まれ

ており, 
�に必須の患者の自律性は無視されていると

言わざるを得ない.』 と述べている. この ｢ムンテラ｣

という言葉が臨床において ｢死語｣ になるように, 卒前

の看護基礎教育における教育の充実が再認識された.

２. 看護者の役割について


�における看護者の役割の必要性を５段階評価とし

て実習前後の平均得点を比較すると, ２年前の学生の調

査においては, 実習後に有意に高くなった役割は, ｢説

明の場の設営｣, ｢説明時に看護婦の同席｣, ｢説明内容の

記録｣ の３項目であった. しかし, 今回の調査において

は実習前後の平均得点を比較すると全ての項目において

実習後有意に高くなっていた. 実習前��以下であった

項目で実習後��以上になった項目は ｢説明の場の設営｣,

｢医師の説明後に患者に補足説明｣, ｢説明内容の記録｣

であった. また, 実習前��以上であった項目で実習後

も平均得点が高くなった項目は ｢患者の理解度を医師に

報告｣, ｢患者への精神的ケア｣ であった. ２年前の調査

において ｢医師の説明後に患者に補足説明｣ の項目は,

実習後有意に低くなっていた. しかし, 今回の調査にお

いて ｢医師の説明後に患者に補足説明｣ の項目は, 実習

前より実習後有意に高くなっていた.

また, 看護者の役割の優先性の第１位は ｢患者への精

神的ケア｣, 第２位 ｢患者の理解度の確認｣ で実習前後

における変化はなかった. 実習前の第３位の優先性は

｢患者の判断能力のアセスメント｣ であり, 実習後にお

ける第３位の優先性は ｢患者に医師の補足説明｣ であっ

た. 学生は臨地実習における患者との関わりを通してチー

ム医療の必要性を意識していることが示唆された.

３. 学生の受け持ち患者及び家族への関わりについて

今回の調査で２年前の調査と異なる点は, ｢医師の説

明後に患者に補足説明｣ という看護者の役割の優先性が

第３位という順位づけであった. 学生の記述にも表現さ

れているように日常的に受け持ち患者の言動や心理状態

の変化を観察しながら, 患者や家族の思いを汲み取って

受け持ち患者に合せて関わり, 悩みや不安, 心配ごとに

ついて傾聴・共感に努めていたこと, 実習指導者に伝え

パンフレットを作成したり
�後のフォローに努め看護

学生として意識して関わっていたことが推察された. 先

行研究�)の調査から��％以上が
�時に看護者の同席を望

む理由として, 治療に関する専門知識と精神的支援を看

護者に求めていることが明らかにされているように, 一

度の説明では不十分であることを念頭におき継続して患

者や家族の相談役となることの必要性を学生は臨地実習

を通して学ぶことができた. ２年前の学生の調査結果と

異なる点は ｢患者に医師の補足説明｣ という看護者の役

割の重要性について意識されたことが今回の学生の調査

から示唆された.

ま と め

医療を受ける人の���の向上のためには, 
�の啓蒙

と普及が必要であり, 医療従事者の
�に関する正しい

認識が重要である. 今回, 短期大学の看護学３年次生を

対象に臨地実習前後における
�の認識と看護者の役割

に関する意識の変化を明らかにするためアンケート調査

を実施した. 調査結果から次のように要約することがで

きた.

１. 
�の概念は��％以上の学生に正しく認識されて

いた. 一方, 学生は
�とムンテラを混同して使っ

ていることが臨地実習を通して知ることができた.

２. 
�における看護者の役割の必要性の平均得点が

全項目で実習後に有意に高くなっていた.

３. 実習後 ｢
�における看護者の役割の優先順位｣

の第１位で最も多かったのは, ｢患者への精神的

ケア｣, 第２位は ｢患者の理解度の確認｣, 第３位

は ｢患者に医師の補足説明｣ であった.

４. 実習後の ｢
�後の関わりについての考え (自由

記載)｣ の内容から, 学生は受け持ち患者や家族

の思いを汲み取って傾聴・共感的態度で接し, 実

習指導者の指導に基づいて
�後のフォローに努

め意識した関わりをしていたことがわかった.

おわりに

学生は臨地実習を通して病人に対する理解が深まると

共に学生自身の看護観が培われていくものである. 医療

を受ける人々のために普遍的に
�が実施されるように,

卒前における看護教育のカウンセリングとコミュニケー

ション能力の教育の充実に努め引き続き研究を深めてい

きたい.
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ReCOgnitiOn Of nurSing StudentS On informed cOnSent 
and nurSe'S rOle in infOrmed COnSent : 

Its change through clinical nursing training 

Kazuko ISHIHARA~, Yuka SHIMIZU*, Junya OKADAl, Rieko NAKAO 

1 Department of Nursmg School of Health Sclences Nagasaki Unrversrty 

Abstract A questionnaire survey was carried out on 3rd year nursing students to clarify any 

changes in the recognition of informed consent (IO and or the awareness of the nurse's role in 

informed consent(IO after undergoing clinical nursing training. The main results are as follows; 

1. The concept of IC appeared to be correctly understood by more than 90% of the students. It was 

clarified, however, through clinical nursing training that some students confused IC with tradi-

tional paternalistic explanation in Japanese medical culture (mundtherapie) . 

2. The awareness of nurse's role in IC increased after undergoing clinical nursing training. 

3. The students listed as nurse's role in IC i )mental care for patients, il )confirmation of patient's 

understanding, and ili)explanations to the patient supplementary to the physician's explanation. 

4. Students' attitude towards patient and their families also changed after undergoing clinical 

nursing training. 
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